
　

こ
の
と
こ
ろ
企
業
で
は
人
手
不
足
感

を
強
め
て
い
る
。
特
に
建
設
や
運
輸
、
外

食
産
業
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
深
刻
な
事
態
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

人
手
不
足
や
こ
れ
に
伴
う
人
件
費
の
上

昇
が
経
営
の
重
石
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
１
４
年
度
の
「
後
継
者
難
」

や
「
求
人
難
」、「
従
業
員
退
職
」
型
な

ど
の
「
人
手
不
足
」
関
連
倒
産
は
前
年

度
比
16
・
０
％
増
の
３
１
１
件
に
達
し

て
い
る
。
事
業
承
継
問
題
の
深
刻
化
を

背
景
に
「
後
継
者
難
」
が
２
７
２
件
と

最
も
多
い
が
、「
求
人
難
」
も
27
件
と

２
・
４
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
最
近
で

は
人
件
費
の
上
昇
か
ら
資
金
繰
り
が
悪

化
し
倒
産
に
い
た
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し

て
い
る
と
い
う
。「
求
人
難
」
に
よ
る

倒
産
件
数
自
体
は
多
く
は
な
い
が
、
深

刻
な
事
態
に
至
ら
な
い
ま
で
も
、
人
手

不
足
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
逃

が
し
た
り
、
新
し
い
事
業
に
進
出
で
き

な
い
な
ど
企
業
の
成
長
の
足
か
せ
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
最
近
の
人
手
不

足
を
め
ぐ
る
動
き
と
企
業
の
課
題
に
つ

い
て
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

強
ま
る
企
業
の
人
手
不
足
感

　

景
気
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

一
時
的
な
後
退
を
挟
み
な
が
ら
も
持
ち

直
し
て
お
り
、
景
気
が
回
復
す
れ
ば
人

手
不
足
感
が
強
ま
る
の
は
自
然
な
こ
と

で
あ
る
が
、
最
近
の
人
手
不
足
感
は
景

気
の
水
準
に
比
べ
る
と
か
な
り
強
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

京
都
銀
行
と
京
都
総
合
経
済
研
究
所

で
は
１
９
９
３
年
か
ら
京
都
の
景
気
動

向
調
査
「
京
銀
サ
ー
ベ
イ
」
に
よ
り
、

企
業
の
業
況
感
を
示
す
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

と
人
員
の
過
不
足
感
を
示
す
雇
用
判
断

Ｄ
Ｉ
を
調
査
し
て
い
る
。
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
と
は
、
企
業
に
自
社
の
業
況
に
つ
い

て
「
良
い
」、「
さ
ほ
ど
良
く
な
い
（
普

通
）」、「
悪
い
」
の
ど
れ
か
で
答
え
て

も
ら
い
、
業
況
が
「
良
い
」
と
す
る
企

業
の
割
合
（
％
）
か
ら
「
悪
い
」
と
す
る

企
業
の
割
合
（
％
）
を
差
し
引
い
た
指

標
で
、
景
気
の
拡
大
局
面
で
は
企
業
の

業
況
が
改
善
し
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
上
昇

す
る
。
一
方
、
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
と
は
、

同
様
に
雇
用
が
「
過
剰
」
と
す
る
企
業

の
割
合
（
％
）
か
ら
「
不
足
」
と
す
る

企
業
の
割
合
（
％
）
を
差
し
引
い
た
指

標
で
企
業
の
人
員
の
過
不
足
感
を
示
し

て
い
る
。
過
去
の
動
き
を
み
る
と
、
景

気
の
拡
大
期
に
は
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
上

昇
し
、
そ
れ
に
並
行
し
て
雇
用
判
断
Ｄ

Ｉ
は
不
足
感
を
強
め
て
き
た
が
、
こ
の

と
こ
ろ
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
の
改
善
の
勢
い

は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
企
業
が
人
員
の

不
足
感
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
（
図
１
）。

　人手不足感が広がっている。最近
の人手不足の背景には景気が持ち
直してきていることのほか、総人口の
減少を上回る労働力人口の減少や
仕事の内容の変化などの構造的な
要因があり、人件費の上昇圧力につ
ながることも想定されるだろう。
　このため、企業では人員の充足だけ
でなく、経営を価値創造型へ転換し、
商品やサービスの付加価値を高める
ことが求められているのではないだ
ろうか。そこで、こうした課題解決に
向けた２つの動きをみていこう。

変貌する人材マネジメント
労働力人口の減少にどう対応するか



構
造
的
人
手
不
足

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
背
景
に
あ
る

の
が
、
人
口
構
造
の
変
化
と
仕
事
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
化
に
よ
る
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
あ
る
。

【
労
働
力
人
口
の
減
少
】

　

ま
ず
、人
口
構
造
に
つ
い
て
み
る
と
、

日
本
は
既
に
２
０
０
５
年
ご
ろ
か
ら
人

口
減
少
社
会
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
労
働
力
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
特
に
、
12
年
以
降
は

団
塊
の
世
代
が
65
歳
を
迎
え
減
少
の
テ

ン
ポ
が
加
速
し
て
い
る
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
将

来
推
計
人
口
」（
２
０
１
２
年
１
月
推

計
）
に
よ
る
と
、
10
年
か
ら
15
年
ま
で

総
人
口
は
１
４
６
万
人
、
１
・
１
％
減

少
す
る
が
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
産

す
る
20
〜
64
歳
の
人
口
は
４
７
６
万
人
、

６
・
３
％
減
少
、
総
人
口
に
占
め
る
比

率
は
59
・
１
％
か
ら
56
・
０
％
へ
低
下
。

そ
の
後
も
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

を
生
み
出
す
総
人
口
も
減
少
す
る
が
、

そ
れ
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
供
給
す
る

世
代
の
人
口
が
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。

【
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
】

　

一
方
、
職
業
安
定
業
務
統

計
（
厚
生
労
働
省
）
の
有
効
求

人
倍
率
を
み
る
と
人
手
不
足
感

は
職
種
に
よ
り
か
な
り
強
弱
が

あ
る
。
有
効
求
人
倍
率
と
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
１
人
に
対
し
て
何
人
分

の
求
人
が
あ
る
か
を
示
す
指
標

で
、
１
を
上
回
れ
ば
人
を
探
し

て
い
る
企
業
が
多
く
人
材
が
逼

迫
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
26
年
度
の
有
効
求
人
倍
率

は
、「
輸
送
・
機
械
運
転
の
職

業
」（
１
・
64
）
や
「
建
設
・

採
掘
の
職
業
」（
２
・
83
）、「
サ

ー
ビ
ス
の
職
業
」（
２
・
14
）、

「
専
門
的
・
技
術
的
職
業
」（
１
・
67
）

な
ど
は
１
を
か
な
り
上
回
っ
て
お
り
逼

迫
感
が
強
い
が
、
一
方
で
「
事
務
的
職

業
」（
０
・
32
）
や
「
機
械
組
立
の
職

業
」（
０
・
44
）
は
低
い
水
準
に
留
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、「
専
門
的
・
技
術

的
職
業
」
の
な
か
で
も
、「
開
発
技
術

者
」（
１
・
60
）
は
高
い
が
「
製
造
技

術
者
」（
０
・
41
）
は
低
い
水
準
に
留

ま
っ
て
お
り
、反
対
に
「
事
務
的
職
業
」

（
０
・
32
）
の
な
か
で
も
「
外
勤
事
務

の
職
業
」（
２
・
71
）
は
逼
迫
感
が
強
い
。

総
じ
て
み
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
自
動
化

が
進
捗
し
て
き
た
職
種
で
は
余
剰
感
が

強
く
、
高
度
な
人
材
や
人
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
い
職
種
で
は
逼
迫
感
を
強
め
て

い
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

最
近
の
人
手
不
足
は
こ
の
よ
う
な
構

造
的
な
背
景
が
あ
り
、
人
件
費
の
上
昇

圧
力
が
強
ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
企
業
で
は
人
員
を
充
足
す

る
だ
け
で
な
く
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

付
加
価
値
を
高
め
経
営
を
価
値
創
造
型

へ
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
う

し
た
観
点
か
ら
最
近
の
人
手
不
足
を
背

景
と
し
た
二
つ
の
動
き
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
ソ

ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
「
多
様
性
」

の
こ
と
で
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は
、「
従
来
の
企
業
内
や

社
会
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
と
ら

わ
れ
ず
、
多
様
な
属
性
（
性
別
、
年
齢
、

国
籍
な
ど
）
や
価
値
・
発
想
を
と
り
入

れ
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、
企
業
の

成
長
と
個
人
の
し
あ
わ
せ
に
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
戦
略
」
で
あ
る
。
こ
こ
へ
き

て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
労
働
力
人

口
の
減
少
が
表
面
化
し
て
き
た
こ
と
に

加
え
て
、
企
業
で
は
市
場
の
多
様
化
や

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
適
切
に
対
応

し
業
績
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
安
倍
内
閣
の

日
本
再
興
戦
略
に
お
い
て
も
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
と
い
う
表
現
こ
そ
使
わ
れ
て

い
な
い
も
の
の
「
女
性
の
活
躍
推
進
」、

「
若
者
・
高
齢
者
等
の
活
躍
推
進
」、「
外

国
人
材
の
活
用
」
が
政
策
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
女
性
の
活
躍
推
進
】

　

そ
の
な
か
で
も
力
が
入
っ
て
い
る
の

が
「
女
性
の
活
躍
推
進
」
で
、
そ
れ
は

量
だ
け
で
な
く
質
の
面
で
も
女
性
が
わ

が
国
最
大
の
人
材
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
ず
、
量
の

面
か
ら
み
る
と
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
問
題

が
あ
る
。
女
性
の
年
齢
別
就
業
率
を
グ

ラ
フ
に
す
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ラ

ン
ス
で
は
逆
Ｕ
字
方
を
描
く
の
に
対
し

（年）
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図 1　業況判断ＤＩと雇用判断ＤＩの推移
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て
、
日
本
や
韓
国
で
は
30
歳
〜
40
歳
台

の
女
性
の
就
業
率
が
低
く
「
Ｍ
字
カ
ー

ブ
」
を
描
く
（
図
２
）。「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」

が
で
き
る
の
は
、
日
本
で
は
出
産
や
育

児
を
契
機
と
し
て
離
職
す
る
女
性
が
多

い
た
め
で
あ
る
。「
就
業
構
造
基
本
調

査
」（
２
０
１
２
年
）
に
よ
る
と
、
25

歳
か
ら
34
歳
の
退
職
理
由
は
「
出
産
・

育
児
の
た
め
」（
44
・
２
％
）
と
「
結

婚
の
た
め
」（
18
・
７
％
）
が
大
半
を

占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
復
職
し
て
い

る
人
は
26
・
０
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
仕
事
に
は
就
い
て
い
な
い
が
就

業
を
希
望
し
て
い
る
人
は
60
・
０
％
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

潜
在
的
な
女
性
労
働
力
は
４
４
５
万
人

に
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る＊
１

。

　
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
の
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
は
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
仕
事
と
生
活

の
両
立
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
効
率
的
で

柔
軟
な
働
き
方
の
促
進
に
よ
る
長
時
間

労
働
の
是
正
な
ど
企
業
に
お
け
る
働
き

方
の
変
革
を
意
味
し
て
い
る
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の

取
り
組
み
は
コ
ス
ト
も
か
か
る

が
、
働
き
方
の
変
革
と
し
て
取

り
組
ん
だ
場
合
そ
れ
を
上
回
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
内
閣
府
の

男
女
共
同
参
画
会
議
の
試
算
に

よ
る
と
、「
従
業
員
が
出
産
を

機
に
退
職
し
人
員
を
補
充
」
し

た
ケ
ー
ス
（
ａ
）
と
「
従
業
員

が
就
業
を
継
続
し
、
育
児
休
暇

を
取
得
、
時
短
勤
務
を
行
う
」

ケ
ー
ス
（
ｂ
）
を
比
較
す
る
と
、

ケ
ー
ス
（
ｂ
）
の
方
が
コ
ス
ト

が
か
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
働

き
方
の
変
革
に
よ
り
従
業
員
の

定
着
や
生
産
性
が
向
上
す
る
効

果
も
大
き
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
質
の
面
に
お
い
て
は

日
本
で
は
女
性
の
高
学
歴
化
が

進
む
一
方
、
管
理
職
、
役
員
へ
の
登
用

は
遅
れ
て
い
る
。
係
長
以
上
の
管
理
的

職
業
に
お
け
る
女
性
の
比
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
が
30
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
て
日
本
で
は
11
・
６
％
と
き
わ
め
て

低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、
国
際
的

な
競
争
力
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
企
業
に

お
い
て
は
意
思
決
定
を
し
て
い
る
の
は

大
半
が
男
性
で
あ
る
が
、
反
対
に
消
費

市
場
に
お
い
て
は
女
性
の
意
思
決
定
権

が
強
い
。
内
閣
府
の
「
男
女
共
同
参
画

白
書
」（
平
成
22
年
版
）
に
よ
る
と
、「
耐

久
消
費
財
の
購
入
に
つ
い
て
の
決
定
」

は
夫
婦
二
人
が
60
・
４
％
で
あ
る

が
、「
日
常
的
な
買
い
物
に
つ
い

て
の
決
定
」
は
74
・
２
％
が
妻
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
質
性
の

高
い
日
本
の
企
業
で
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
込
め

ず
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

【
若
者
・
高
齢
者
の
活
躍
推
進
】

　

高
齢
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
の

が
輸
送
関
係
の
職
種
で
あ
る
。
２

０
１
０
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

「
輸
送
・
機
械
運
転
」
に
従
事
す

る
従
業
者
の
年
齢
構
成
は
、
50
歳

台
が
24
・
８
％
、
60
歳
台
が
22
・

６
％
と
50
歳
台
以
上
の
人
が
半
数

を
占
め
る
一
方
、
20
歳
台
は
７
・

０
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
高
齢
者

の
退
職
に
よ
る
従
業
者
の
減
少
を
若
い

世
代
で
充
足
で
き
ず
人
材
が
逼
迫
し
て

い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
（
図
３
）。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
輸
送
関
係

の
職
種
だ
け
で
は
な
い
。
年
齢
別
の
人

口
構
成
か
ら
す
る
と
、
強
弱
は
あ
る
が

今
後
幅
広
い
職
種
で
労
働
力
の
高
齢
化

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
、
退
職
者
の
穴
を
埋
め
る
若
者

に
つ
い
て
は
、
新
卒
者
が
３
年
で
３
割

辞
め
て
い
く
状
況
が
続
い
て
お
り
、
世

代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
年
齢
の
多
様

性
を
活
か
す
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊1 男女共同参画白書平成22年版（「M字カーブ」の解消による労働力人口の増加）
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図 2　女性の年齢階層別労働力率

出所：男女共同参画白書(平成２６年版)をもとに作成
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出所：国勢調査（2010年）をもとに作成



【
外
国
人
材
の
活
用
】

　

外
国
人
の
人
材
に
つ
い
て
は
労
働
力

の
充
足
と
い
う
よ
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
高
度
外
国
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
語
学
能
力
が
高

く
日
本
の
風
土
に
も
な
じ
ん
だ
留
学
生

は
有
望
な
人
材
で
あ
る
。
し
か
し
、「
中

小
企
業
白
書
」（
２
０
１
５
年
版
）
に

よ
る
と
、
外
国
人
留
学
生
の
65
・
０
％

が
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
12
年
の
留
学
生
39
千

人
の
う
ち
日
本
で
就
職
す
る
も
の
は
９

千
人
、
22
・
２
％
と
多
く
は
な
い
。
日

本
で
就
職
す
る
留
学
生
が
少
な
い
の
は
、

一
つ
に
は
留
学
生
が
就
職
活
動
を
し
て

い
る
の
は
大
企
業
が
59
・
７
％
と
大
企

業
志
向
が
強
い
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
14
・
６
％
の
企

業
が
外
国
人
労
働
者
を
「
雇
用
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
外
国

人
労
働
者
を
採
用
す
る
理
由
は
「
特
に

外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な

い
」（
33
・
２
％
）
や
「
優
秀
な
人
材

を
獲
得
す
る
た
め
」（
28
・
５
％
）
な

ど
一
般
的
な
理
由
が
多
い
。
一
方
、「
外

国
と
の
取
引
に
関
す
る
業
務
を
行
う
た

め
」（
15
・
１
％
）
や
「
外
国
人
と
し

て
の
感
性
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
」

（
10
・
８
％
）、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
向

上
の
た
め
」（
１
・
２
％
）
な
ど
外
国

人
で
あ
る
こ
と
を
活
か
す
た
め
の
理
由

は
少
な
く
、
企
業
が
外
国
人
の
人
材
に

期
待
す
る
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
見
出
せ

て
い
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

　

こ
の
よ
う
に
人
材
不
足
が
経
営
課
題

と
な
る
な
か
、
２
０
１
４
年
の
「
中
小

企
業
白
書
」
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

「
課
題
克
服
の
新
し
い
可
能
性
」
と
し

て
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ＊
２

が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、
群
集

を
意
味
す
る
ク
ラ
ウ
ド
（crow

d

）
と

外
部
委
託
を
意
味
す
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
（outsourcing

）
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
不
特
定
多
数
の
個
人
に
業
務
を
委

託
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

一
般
的
な
仕
組
み
は
、
仕
事
の
発
注

者
が
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
仕
事
を
公
募
し
、
受
注
者
側

は
仕
事
の
内
容
や
条
件
を
み
な
が
ら
応

募
す
る
。
発
注
す
る
仕
事
の
や
り
と
り

や
成
果
物
の
受
け
取
り
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
発
注

者
は
選
択
肢
が
広
く
受
注
者
は
場
所
や

時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
仕
事
の
内
容
は
、
シ
ス
テ

ム
開
発
や
設
計
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
専
門

性
の
高
い
も
の
か
ら
、
写
真
の
タ
グ
付

け
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
誰
で
も
で
き
る

も
の
ま
で
幅
広
い
。

　

日
本
で
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
の
は
08
年
で
あ
る

が
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
サ
イ
ト

に
登
録
し
て
い
る
会
員
数
は
09
年
の

５
・
９
万
人
か
ら
毎
年
倍
増
し
13
年
に

は
91
・
６
万
人
に
達
し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
が
急
速
に
広

が
っ
て
い
る
の
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

か
ら
だ
。
中
小
企
業
白
書
に
よ
る
と
、

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
自
社
に
不
足
す
る

経
営
資
源
の
補
完
」
を
あ
げ
る
企
業
が

57
・
３
％
。
そ
し
て
、
64
・
９
％
の
企

業
が
「
必
要
な
時
に
の
み
発
注
可
能
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
36
・
５
％
の

企
業
が
「
当
該
業
務
を
担
う
従
業
員
を

雇
用
し
な
く
て
よ
い
こ
と
」
を
あ
げ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
外
注
化
に
よ
る
「
コ

ス
ト
の
削
減
」（
43
・
８
％
）、「
質
の

高
い
成
果
物
の
受
取
」（
54
・
５
％
）
や

「
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」（
50
・
０

％
）
な
ど
仕
事
の
質
的
な
面
で
の
評
価

も
高
い
。

お
わ
り
に

　

最
近
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
の
は
人
手
不
足
だ
け
で

な
く
、
多
様
性
を
も
っ
た
組
織
ほ
ど
環

境
変
化
に
対
応
で
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
誘
発
す
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て

き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
環
境
が
変

化
し
た
と
き
同
質
な
組
織
で
は
組
織
の

中
で
解
決
策
を
見
出
し
に
く
い
が
、
多

様
性
の
あ
る
組
織
で
は
解
決
策
に
つ
な

が
る
情
報
を
よ
り
多
く
も
っ
て
い
る
か

ら
だ
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、

必
要
な
と
き
だ
け
必
要
な
人
材
を
使
う

だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
知
識
や
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
創
出
、
研
究
開
発
の
問
題
解

決
に
つ
な
げ
る
動
き
も
で
て
い
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
を
提
唱
し

た
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
に
よ
る
と
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
は
生
産
手
段
や
資
源
、
労

働
力
な
ど
を
新
し
い
仕
方
で
結
合
す
る

こ
と
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な

け
れ
ば
市
場
経
済
は
均
衡
状
態
に
陥
り

企
業
利
潤
は
消
滅
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
類
型
の

一
つ
と
し
て
「
新
し
い
組
織
の
実
現
」

を
あ
げ
て
い
る
。
人
手
不
足
に
つ
い
て

も
人
員
の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

経
営
環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
、
経
営

資
源
と
し
て
の
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
結

合
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
と
の
結
合
を
ど
う
再

構
築
し
付
加
価
値
の
創
造
に
つ
な
げ
て

い
く
か
。
こ
う
し
た
課
題
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト　

森　

秀
人
）

＊2 本誌No.106「クラウドソーシングが経営と雇用を変える」 http://www.kyotobank.co.jp/houjin/index.html


